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はじめに

平成１４年度の診療報酬改定の影響は極めて深刻
であり、医業経営はかってない厳しいものとなっ
ている。
北海道医師会医業経営部では、改定の影響を把

握するための調査を検討していたが、日医で時期
を同じくして全国的な調査を企画していることが
明らかになったので、急遽、日医の調査に全面的
に協力することとし、専用のファックスを仮設
し、レセプト総括表の提出について会員に特段の
ご協力をお願いするとともに職員を督励して対応
に努めた。
再三の照会にも快くご協力いただいたことか

ら、調査の有効性が上がり、そのことが高く評価
されたことをまずご報告申し上げ、改めて会員各
位のご協力に感謝申し上げる次第である。
去る８月２０日、青柳日医副会長は、「緊急レセプ

ト調査」最終報告を公表したが、それによると有
効調査客体は４，０３０で、レセプト件数は１１，３８８，０２５
であり、総点数、総件数、総日数のすべてについ
て前年同月比でマイナスとなっており、特に中小
病院と有床診療所は厳しい内容となっている。以
下に概況をご報告する。

１．病院

①入院：

療養型では１日当たり点数は減少している
が、１件当たり日数は増加しており、結果と
して１件あたり点数への影響はマイナス
０．３７％であった。一般では、老人の１件当た
り日数の減少がマイナス１．２６％とやや目立
ち、１件当たり点数がマイナス１．７０％となっ
た。精神は、各指標とも大きな変化はない。

②入院外：

療養型は、１日当たり点数がマイナス
３．１３％、１件当たり日数マイナス１．６５％とな
り、１件当たり点数はマイナス４．９６％であっ
た。一般も１日当たり点数マイナス１．６２％、
１件当たり日数マイナス１．４５％で１件当たり
点数はマイナス３．６６％となった。特に老人の
マイナスが顕著である。

③病床規模別：

すべての指標について病床規模の小さな病
院ほどマイナスの影響が大きい。

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減

療 養 ３４，４３７．８３４，３１１．５ －０．３７％ ２３．８ ２４．０ １．０６％ １，４７２．３ １，４５６．８ －１．０６％

一 般 ３５，２７４．４３４，７０８．１ －１．０６％ １６．０ １５．８ －０．７９％ ２，３６１．５ ２，３４６．８ －０．６２％

精 神 ２８，０２４．６２８，０３８．１ ０．０５％ ２８．５ ２８．５ ０．００％ ９８６．７ ９８７．６ ０．１０％

病院カテゴリー別
医療機関毎の１件当たり点数、１件当たり日数などを求め、カテゴリー別に平均した

入院＜一般（含退職）、老人＞
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１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減

療 養 ３５，２９０．５３５，０８５．１ －０．５８％ ２４．７ ２４．８ ０．３８％ １，４４９．４ １，４４１．９ －０．５２％

一 般 ３９，１３９．９３８，４７５．４ －１．７０％ １８．１ １７．９ －１．２６％ ２，３０４．５ ２，２９０．１ －０．６２％

精 神 ２７，９２６．０２７，７２１．４ －０．７３％ ２８．４ ２８．６ ０．６６％ ９８７．６ ９７２．９ －１．４９％

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減

療 養 １，５７７．２ １，４９９．０ －４．９６％ ２．７ ２．６ －１．６５％ ６０２．５ ５８３．７ －３．１３％

一 般 １，６２７．１ １，５６７．５ －３．６６％ ２．１ ２．１ －１．４５％ ７９０．２ ７７７．４ －１．６２％

精 神 １，６３７．０ １，７０２．１ ３．９７％ ２．２ ２．３ ２．７３％ ７０７．５ ７０９．６ ０．３１％

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減

療 養 ２，０７５．５ １，９１５．４ －７．７２％ ３．４ ３．３ －３．０４％ ６４７．６ ６２２．７ －３．８４％

一 般 ２，００５．６ １，８６９．４ －６．７９％ ２．５ ２．５ －２．０８％ ８５４．１ ８２７．５ －３．１１％

精 神 １，６６０．１ １，６４５．８ －０．８６％ ２．３ ２．３ －２．０２％ ６７６．７ ６７４．１ －０．３９％

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減

療 養 ３１，７９１．６３２，３３９．１ １．７２％ ２０．３ ２０．９ ３．３６％ １，６２２．１ １，６０１．６ －１．２６％

一 般 ３１，５５６．３３１，０２５．６ －１．７１％ １３．３ １３．２ －０．３９％ ２，５２４．６ ２，５１４．３ －０．４１％

精 神 ２７，８２４．３２７，６５０．６ －０．６２％ ２８．６ ２８．２ －１．３９％ ９７３．９ ９８４．９ １．１３％

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減

療 養 １，２６６．５ １，２０３．７ －４．９６％ ２．２ ２．２ －１．８６％ ５６２．７ ５４４．６ －３．２２％

一 般 １，４２６．３ １，３９５．１ －２．１９％ ２．０ １．９ －２．１５％ ７５０．６ ７４９．０ －０．２１％

精 神 １，５０１．１ １，５８０．４ ５．２８％ ２．１ ２．２ ３．８６％ ７００．２ ７０３．２ ０．４３％

入院＜老人＞

＊当該月に老人の入院がなかったところは除いてある。

入院＜一般（含退職）＞

＊当該月に一般（含退職）の入院がなかったところは除いてある。

入院外＜一般（含退職）、老人＞

入院外＜老人＞

＊当該月に老人の外来がなかったところは除いてある。

入院外＜一般（含退職）＞

＊当該月に一般（含退職）の外来がなかったところは除いてある。
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２．診療所

①入院：

老人・一般（含退職）とも１日当たり点数
が大きく減少した結果、１件当たり点数が大
きく減少した。特に老人の１日当たり点数は
マイナス８．３３％、１件当たり点数はマイナス
５．８２％と落ち込みが激しい。
②入院外／院外・院内処方別：

すべての指標で院外にマイナスが強く出て
いる。

③入院外／診療科別：

１日当たり点数では、整形外科のマイナス
６．３７％が最大であり、泌尿器科（含透析）の
マイナス５．３２％がこれに次いでいる。１件当
たり点数でも整形外科のマイナスが最大でマ
イナス６．５２％、泌尿器科（含透析）マイナス
５．４７％、皮膚科マイナス５．２３％、外科マイナ
ス５．０１％、内科マイナス３．１６％となってい
る。

３．改定率の検証

①狭義の改定率の検証：

総診療実日数を固定し、１日当たり点数を
係数として２００１年度医療費と２００２年度医療費
を比較すると、病院の影響率はマイナス
０．１６％、診療所の影響率はマイナス１．８３％に
なる。
総件数を固定し１件当たり点数を係数とし

て２００１年度医療費と２００２年度医療費を比較す
ると、病院の影響率はマイナス１．２０％、診療
所の影響率はマイナス３．７０％になる。

②広義の改定率の検証

政府予算ベースでの平成１３年度の広義の改
定率を１％として、４月から６月の総医療費
の伸びを比較すると、緊急調査では総点数は
マイナス３．８６％となり、予算編成時のプラス
１％の予定と比較するとマイナス４．８６％もの
開きがある。

以上が検証を含めた緊急調査の概要である。

おわりに

医業経営の基本的な指標は、経常収支、とりわ
け医業収支であり、この健全性が極めて重要であ
る。民間医療機関は補助金などの医業外収益がな
いことや医業費用の圧縮がほとんど限度に達して
いることなどから、医業収益、特にその中心をな
す入院・外来収益の減少は医業経営を直撃するこ
とになる。経常収支が健全でなければ、外部借入
金に対する支払利息、元金償還の原資の捻出もで
きなくなる。このような状況が続けば行き着く先
は自明である。健康保険法の改正、診療報酬の改
定による医療需給の誘導は医療政策の常套手段で
あるが、４月改定に続いて１０月から始まる老人医
療費の定率負担は受診抑制を誘発させ、病態の悪
化と医業経営の悪化をまねくにちがいない。国民
と医療機関にのみ痛みを負わせる現実無視の医療
政策に対し強い憤りを感じるものである。
８月２１日、中医協で入院基本料等の特定療養費

化における除外規定の見直しがおこなわれ、８月
２３日には、手術の施設基準の運用について見直し
がおこなわれた。いずれも日医の執拗な交渉の成
果である。

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減

老 人 ２０，２５１．６１９，０７２．６ －５．８２％ １８．２ １８．３ ０．４７％ １，６０１．５ １，４６８．１ －８．３３％

一般・退職 １５，０６９．５１４，５９９．８ －３．１２％ １２．１ １２．１ ０．２８％ １，７２４．３ １，６１９．６ －６．０８％

診療所カテゴリー別
＊医療機関毎に、１件当たり点数、１件当たり日数などを求め、カテゴリー別に平均した

入院

＊実績があったもののみ。たとえば一般（含退職）の受診はあったが老人の受診はなかったというとこ
ろは、老人の平均値から除いている。
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１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減

老 人 ２，０９０．６ １，９５５．４ －６．４７％ ３．１ ３．０ －３．５０％ ６７８．２ ６６１．６ －２．４４％

一般・退職 １，３０５．２ １，２５６．６ －３．７２％ ２．２ ２．１ －１．９３％ ５５１．７ ５４３．９ －１．４２％

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減

院 外 １，３９１．１ １．３２４．０ －４．８２％ ２．４ ２．４ －１．９４％ ５２３．７ ５１１．１ －２．４０％

院 内 １，６４０．９ １，５８１．４ －３．６３％ ２．５ ２．４ －１．５８％ ６４０．４ ６３３．１ －１．１４％

１件当たり点数 １件当たり日数 １日当たり点数

２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減 ２００１ ２００２ 増減

内 科 １，５６４．６ １，５１５．３ －３．１６％ ２．３ ２．２ －２．３２％ ６６５．３ ６６１．３ －０．５９％

小 児 科 ９２０．８ ８９１．３ －３．２０％ １．９ １．９ －２．０７％ ４８４．１ ４７９．７ －０．９１％

精 神 科 １，４９９．２ １，４５０．６ －３．２４％ ２．３ ２．３ －３．５６％ ６４３．９ ６４０．８ －０．４８％

外 科 １，６２２．１ １，５４０．８ －５．０１％ ３．３ ３．２ －１．２２％ ５０６．０ ４９０．９ －２．９９％

整形外科 １，３４９．５ １，２６１．５ －６．５２％ ４．０ ４．１ ．０９２％ ３５２．３ ３２９．９ －６．３７％

産婦人科 １，０４１．８ ９９７．６ －４．２４％ ２．０ ２．０ －２．４４％ ５２５．６ ５２１．５ －０．７９％

眼 科 ７３０．４ ７０３．８ －３．６４％ １．４ １．４ －２．１１％ ５３５．４ ５２７．３ －１．５１％

耳鼻咽喉科 ８４２．１ ８１１．９ －３．５８％ ２．６ ２．５ －１．６３％ ３５０．１ ３４５．８ －１．２２％

皮 膚 科 ６３５．５ ６０２．３ －５．２３％ １．６ １．６ －２．９３％ ３９８．９ ３８９．５ －２．３８％
＊泌尿器科 ８，７６０．０ ８，２８０．６ －５．４７％ ３．７ ３．７ －０．６７％ １，６６４．５ １，５７５．９ －５．３２％

そ の 他 ２，３７４．４ ２，２６３．１ －４．６８％ ２．５ ２．４ －２．５５％ ７７３．８ ７５３．９ －２．５７％

入院外

＊実績があったもののみ。たとえば一般（含退職）の受診はあったが老人の受診はなかったというとこ
ろは、老人の平均値から除いている。

入院外／院外・院内処方別

入院外／診療科別

＊泌尿器科は透析を含む
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